
と入力するとご覧いただけます。

★ カラー版は、西条市役所ホームページのトップ 女 性 ９３４ 人 ±０ 人

世帯数 ８２８ 戸 ＋２ 戸
ページ中段右側「ページID検索」に［0102255」 合 計 １，７０３ 人 －１ 人

〒799-1313　西条市旦之上甲292-1
TEL・FAX : (0898)66-1023 庄内地区人口【４月末現在】(先月比)
E-mail : shonai-k@saijo-city.jo 男 性 ７６９ 人 －１ 人

 

2025年 5月 10日 

～毎月 10日は人権を考える日～ 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

                              

                               

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課 

令和６年度 人権問題に関する市民意識調査報告から（その２） 

  

 人権擁護課、西条市人権教育協議会では、令和６年５月２１日～６月１０日に「令和６年度 人

権問題に関する市民意識調査」を実施しました。これは、人権施策推進にあたり、５年に１度実施

し、人権問題に関する市民の意識を把握し、今後の施策の基礎資料とするものです。 

(詳細について) 

  西条市ホームページ（人権擁護課）をご覧ください。下記のＵＲＬからお入りください。 

https://www.city.saijo.ehime.jp/soshiki/jinkenyogo/ishikichosar6.html 

 

 

学習」をさらに大切にしていきたい。 

（問１４）部落問題（同和問題）について 

初めて知ったきっかけは何ですか。 

部落問題（同和問題）について 

初めて知ったきっかけ 

 

 「小学校、中学校、高等学校の授業」で知った

と回答した人が５割近い割合となっています。さ

らに、「家族」「近所の人」と回答した人は３割とな

っています。 

 また、年代別にみると、５０歳代以下は、「学校

教育」において初めて知ったと回答した人が多く、

７割～８割となっています。 

 愛媛県で、人権・同和教育が学校教育の中で行

われるようになったのは、昭和４０年頃からです。 

昭和２７年広島県の中学校で、教師による差別

事件が起きたことを契機に、当時の文部省は学校

教育及び社会教育を通じての同和教育の徹底を指

示する次官通達「同和教育について」を出しまし

た。 

また、昭和４０年に「同和対策審議会答申」が出

され、同和教育への関心が高まりました。 

さらに、昭和４７年、義務教育史上はじめて、あ

る教科書会社の中学校社会科教科書に同和問題に

関する記述がなされ、同和問題学習の重要性と不

可欠性が認識されはじめました。（本県で使用して

いる社会科教科書に同和問題に関する記述が掲載

されたのは、小学校は昭和 49年、中学校は昭和 50

年のことでした。） 

学校教育における人権・同和教育は、部落問題

の科学的認識（偏見ではなく、科学的に正しく理

解すること）のもとに「正しい」人権意識を育てる

ことにあります。また、現在行われている社会教

育における人権・同和教育の学習会、研修会等は、

正しい人権についての学習を通して、私たちの誤

った認識を正していくものです。  

18～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

　家族 5.7% 7.6% 12.6% 8.0% 31.8% 41.1%

　近所の人 0% 0% 0% 2.7% 6.0% 17.4%

　小学校の授業 54.7% 65.8% 72.8% 69.9% 25.8% 5.4%

　中学校の授業 15.1% 6.3% 7.8% 9.7% 8.6% 5.0%

　高校の授業 1.9% 1.3% 0.0% 0.0% 2.6% 1.6%

　大学の授業 1.9% 0% 0% 0% 0.7% 0.4%

　学校の友達 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 3.3% 3.1%

　職場の研修 3.8% 0% 2.9% 0.9% 1.3% 3.5%

　同和教育の集会や研修会 1.9% 1.3% 1.0% 3.5% 7.9% 7.0%

　テレビや新聞などの

   マスコミ情報
0% 5.1% 0% 0% 1.3% 5.0%

　インターネット・SNS 0% 1.3% 0% 0% 0% 0%

　部落問題にかかわる

   出来事があった
0% 0% 0% 0.0% 0.7% 1.6%

　覚えていない 11.3% 5.1% 1.0% 2.7% 4.6% 3.9%

　部落問題を知らない 3.8% 2.5% 0% 1.8% 2.0% 2.3%

 ア 家族 185人 24%

 イ 近所の人 57人 7%

 ウ 小学校の授業 289人 38%

 エ 中学校の授業 58人 8%

 オ 高校の授業 10人 1%

 カ 大学の授業 3人 0%

 キ 学校の友達 14人 2%

 ク 職場の研修 17人 2%

 ケ 同和教育の集会や研修会 37人 5%

 コ テレビや新聞などのマスコミ情報 19人 3%

 サ インターネット・SNS 1人 0%

 シ 部落問題にかかわる出来事があった 5人 1%

 ス 覚えていない 31人 4%

 セ 部落問題を知らない 16人 2%

 　 その他 10人 1%

 　 未回答 8人 1%

『紫雲丸沈没事故』追悼セレモニー

～命について考える集会～

５月１１日（日）、庄内小学校内慰霊碑「みたまの塔」において、昭和３０年５月１１日の庄内小学校

修学旅行中に起きた紫雲丸沈没事故の追悼として「命について考える集会」が執り行われました。集会

では、庄内小学校の在校生らが折り鶴、献花を供えて犠牲となられた庄内小学校関係者３０人の死を

悼み、参加者全員で黙祷と平和を願う歌や誓いを捧げました。

また、越智校長先生より命の大切さについての講話があり、児童らは熱心に耳を傾けていました。

今年は、当時紫雲丸に乗船していた方も来られ、事故のお話を直接聞かせてくださいました。事故後７０

年が経過してもなお忘れることのできない悲しみと命の大切さについて改めて考える日となりました。

☆ お知らせ ☆

～『紫雲丸沈没事故』とは～

昭和３０年５月１１日の早朝、濃霧の中を高松港から岡山県の宇野港へ向かっていた連絡船『紫雲丸』と、貨

車運搬船『第３宇高丸』が衝突し、紫雲丸が数分で沈没した為、乗客・乗員に多くの犠牲者を出しました。

なお、複数の学校関係者が修学旅行として乗船していたことにより、児童生徒の被害者は１００人を数えました。

庄内小学校では、児童２９人と引率のＰＴＡ会長１名が犠牲となりました。

● 事故犠牲者：１６８人が死亡 （うち庄内地区：３０人）

● 庄内小学校修学旅行参加者：総勢８３人

６年生児童７７人（欠席：２人）

引率教師４人、引率保護者：２人

● 「みたまの塔」完成日：昭和３１年３月２９日



 

【 ６

★ 庄内公民館

電話番号 ０８９７－５６－２６６８

～ １１：００

西条市立西条図書館（移動図書館カワセミ号）

住 所 〒793-0030　西条市大町1590

開館時間 ９：３０～２０：３０

～ １１：００

６ 日 １８ 日 （ 水 ） １０：３０

カワセミ号

６ 日 ４ 日 （ 水 ） １０：３０

２５ 日 （第４水曜日）

※ 朝８時までにお出しください。

６ 月移動図書館

★ 古 紙

１８ 日 （第３水曜日）

★

月の休館日】

１、７、８、１４、１５、２１、２２、２８、２９

【 ６ 月の資源ゴミ収集日 】

６ 月の主な行事予定

西条市スポーツ少年団大会

空手道競技 結果報告

開催日 令和７年５月４日（日）

場 所 西条市東予体育館

（１）組手の部

◎小学１・２年生の部

第２位 富樫 清天（庄内小学校１年生）

◎小学５・６年生の部

第２位 井手 愛花（庄内小学校６年生）

令和７年度 庄内放課後子ども教室

６月から「庄内放課後子ども教室」がはじまります。

第１回 「うちわづくり」 教室

オリジナルのうちわを製作します。

日 時 ： ６月２５日(水) １５時～１６時

場 所 ： 庄内児童クラブ

☆ お知らせ ☆

開催日：６月から1月までの原則水曜日に月１回実施(７月はお休み、８月は月３回)

時 間：１５時開始から１６時頃終了(長期休み中は１０時３０分開始から１１時半頃終了)

場 所：庄内児童クラブホール・庄内公民館

準備物：室内ですが、毎回水筒にお茶等、タオル、室内履きシューズなど各自ご用意下さい。

問合先：庄内公民館 電話 ０８９８－６６－１０２３

※事前登録が必要です。登録用紙は小学校から児童に渡してもらっています。

都合で開催日、内容が変更することがありますが、連絡袋でお知らせいたします。

28 土 休館日

29 日 休館日

25 水

24 火 軽スポーツ大会 13：30～

22 日 休館日

23 月 教養講座（認知症予防について）13：30～

15 日 休館日/ハッチョウトンボ観察会 午前中

21 土 休館日

18 水 古紙の収集日

8 日 休館日

14 土 休館日/八ッチョウトンボ観察会 午前中

1 日 休館日

7 土 休館日

日 曜 行　　　　　　事

放課後子ども教室 15：00～

軽スポーツ大会

軽スポーツ大会を開催します。

今回の種目は、輪投げとストラックアウトです。参

加者には、粗品をプレゼント！

ご参加をお待ちしております。

日 時 ： ６月２４日（火） １３：３０～

場 所 ： 庄内公民館 ２階 大会議室

種 目 ： 輪投げ・ストラックアウト

服 装 ： 運動ができる服装

持参物： タオル・飲み物・運動靴（上履き）

参加費： 無料

定 員 ： ３０名（定員になり次第締切ます）

締 切 ： ６月１７日（火）

申込先： 庄内公民館 電話 ６６－１０２３

ハッチョウトンボ観察会

日 時 ： ６月１４日(土)・１５日(日)
午前９時～12時

集合場所 ： 庄内公民館 駐車場
問合せ先 ： 庄内公民館

電話 ０８９８-６６-１０２３

世界最小のとんぼ、ハッチョウトンボの観察をしませんか。保存会員がご案内いたします。
・少雨は決行、荒天は中止します。 ◎警報発令時は中止します。連絡はいたしません。
・小学生以下は保護者と一緒におこしください。

観察する時の重要注意事項
・ハッチョウトンボ採集は、愛媛県から禁止されています。
・草地に入りますので、服装は長袖の服、長ズボン、長靴にてご参加ください。
◎虫よけ、消毒液、予備のマスクは準備しています。
マダニ除けスプレーやマスクの持参は自由です。

・湿地に入る場合は、渡した板の通路のみお通りください。
・移動はゆっくり歩き、ハッチョウトンボを踏まないように気を付けてください。
・ハッチョウトンボ撮影にはマイクロ機能のあるカメラが必要です。（スマホのカメラOK）

高齢運転者交通安全教室を開催します！

自動車を運転される高齢者の方を対象に、体験型の交

通安全教室を開催します。ドライブレコーダーによる御自身

の運転の再確認や急発進防止装置などを体験すること

ができます。ぜひ、御参加ください。

日 程 ： ６月３０日（月）

時 間 ： 午前の部 ９：００～１２：００

午後の部１３：３０～１６：３０

◎申込時にどちらか希望をお伝えください。

場 所 ： 西条ドライビングスクール（西条市石田284番地）

対 象 ： 市内在住のおおむね６５歳以上の方で、自動車

運転免許をお持ちの方

定 員 ： 午前・午後でそれぞれ２０人（先着順）

締 切 ： ６月１８日（水）

その他 ： 当日は運転免許証と、眼鏡等運転に必要な

ものをお持ちください

申込先： 西条市役所危機管理課くらし安全係

電話 ０８９７-５２-１２８４（直通）

☆ お知らせ ☆

教養講座 『認知症予防について』

日 時 ： ６月２３日（月）

午後１３：３０～１４：３０頃

場 所 ： 庄内公民館 ２階 大会議室

内 容 ： 済生会西条病院特別養護老人ホーム生活相談員による、

認知症予防についての講座や、健康に関する○×クイズ

講 師 ： 生活相談員 小野 智栄子 氏

定 員 ： ３０名 参加費 ： 無料

持参物：水分補給の飲み物

締 切 ： ６月２０日（金）当日参加可

◎生活相談員さんのお話を聞いて、普段の

生活に生かしてみませんか？


